
１次関数 １・１次関数とグラフ

３ ２ １次関数の意味（その２）

（１／４）■ １次関数の判別 ■

１次関数の式を判別する

●★解法の技術★の学習のしかた●
(1) 下の答案を理解し，「考え方」を覚えましょう。／覚えたら，.....
(2) 模範解答を見ないで，「理解のチェック」の問題を解いてみましょう。

（答案を見ながら書くと勉強になりません。一度，「考え方」を頭の中に入れることが大切です。)

★解法の技術★

次の関係について，ｙをχの式で表しなさい。また，ｙがχの１次

関数であるものには○，そうでないものには×を《 》に書きなさい。

(1) １個７０円のりんごχ個を１５０円のかごにつめたときの代金の

合計をｙ円とする。

(2) １辺の長さがχ㎝の正三角形の周の長さをｙ㎝とする。

(3) 底面が１辺の長さχ㎝の正方形で，高さが

８㎝ の正四角柱の体積をｙ㎝３とする。

(4) 右の図の長方形で，点Ｐは辺ＢＣ上をＢから

Ｃまで動く。ＢＰの長さをχ㎝，△ＤＰＣの

面積をｙ㎝２とする。

【考え方】ｙがχの関数で，式に表すと，ｙ＝ａχ＋ｂ の形になるとき，

ｙはχの１次関数であるといいます。

ただし，ｂ＝０の場合は，ｙ＝ａχ となりますが，これも１次

関数に含めます。

最初は，文章に書いてある順に式を作り，その式をｙについて解

き，その式の形を見て，１次関数かどうかを調べます。

(4) △ＤＰＣの底辺ＰＣ＝（８－χ）㎝，高さ＝６㎝

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


□□【１次関数 №３（１／４）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 文を式にする (1) ７０×χ＋１５０＝ｙ

２ ｙについて解く ｙ＝７０χ＋１５０ 《 ○ 》

１ 文を式にする (2) χ×３＝ｙ

２ ｙについて解く ｙ＝３χ 《 ○ 》

１ 文を式にする (3) χ×χ×８＝ｙ

２ ｙについて解く ｙ＝８χ２ 《 × 》

１ 文を式にする (4) (８－χ)×６÷２＝ｙ

２ ｙについて解く ｙ＝－３χ＋２４ 《 ○ 》

【注】(3) は２次関数の式です。３年で学習します。

ｙ＝８χとなると，１次関数の式になります。

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。
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１次関数 １・１次関数とグラフ

３ ２ １次関数の意味（その２）

（２／４）■ １次関数の判別 ■

◇《１次関数の式を判別する》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

次の関係について，ｙをχの式で表しなさい。また，ｙがχの１次

関数であるものには○，そうでないものには×を《 》内に書きなさい。

(1) １個７０円のりんごχ個を１５０円のかごにつめたときの代金の

合計をｙ円とする。

(2) １辺の長さがχ㎝の正三角形の周の長さをｙ㎝とする。

(3) 底面が１辺の長さχ㎝の正方形で，高さが

８㎝ の正四角柱の体積をｙ㎝３とする。

(4) 右の図の長方形で，点Ｐは辺ＢＣ上をＢから

Ｃまで動く。ＢＰの長さをχ㎝，△ＤＰＣの

面積をｙ㎝２とする。

【考え方】最初は，文章に書いてある順に式を作り，その式をｙについて解き，

その式の形を見て，１次関数かどうかを調べます。

［考える手順］ ［答 案］

１ 文を式にする (1)

２ ｙについて解く 《 》

１ 文を式にする (2)

２ ｙについて解く 《 》

１ 文を式にする (3)

２ ｙについて解く 《 》

１ 文を式にする (4)

２ ｙについて解く 《 》

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。
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１次関数 １・１次関数とグラフ

３ ２ １次関数の意味（その２）

（３／４）■ １次関数の判別 ■

◇《１次関数の式を判別する》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の関係について，ｙをχの式で表しなさい。また，ｙがχの１次関数

であるものには○，そうでないものには×を《 》内に書きなさい。

(1) １００円の容器に１㎏あたり７０円の塩をχ㎏入れたときの代金を

ｙ円とする。

(2) 面積が２０㎝２の三角形の底辺の長さをχ㎝，高さをｙ㎝とする。

(3) ８００ｍの道のりを行くのに，分速６０ｍでχ分歩いたときの残りの

道のりをｙｍとする。

(4) 底面が１辺６㎝の正方形で高さがχ㎝の正四角錐の体積をｙ㎝３とする。

【考え方】最初は，文章に書いてある順に式を作り，その式をｙについて解き，

その式の形を見て，１次関数かどうかを調べます。

(2) 面積を求める式を作り，その式をｙ＝～の形に直す。

(3) 残りの道のり＝全体の道のり－進んだ道のり

［考える手順］ ［答 案］

１ 文を式にする (1)

２ ｙについて解く 《 》

１ 文を式にする (2)

２ ｙについて解く 《 》

１ 文を式にする (3)

２ ｙについて解く 《 》

１ 文を式にする (4)

２ ｙについて解く 《 》

１

２

４０

χ

１

３
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１次関数 １・１次関数とグラフ

３ ２ １次関数の意味（その２）

（４／４）■ １次関数の判別 ■

◇《１次関数の式を判別する》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

次の関係について，ｙをχの式で表しなさい。また，ｙがχの１次関数

であるものには○，そうでないものには×を《 》内に書きなさい。

(1) 毎時χ㎞の速さで４０分走ったときの距離はｙ㎞

(2) 水が２０ｍ３入っている水そうに，毎分χｍ３の割合で水を１０分間入

れたときの水そうに入っている水の量はｙｍ３

(3) 周が８χ㎝の正方形の面積はｙ㎝２

(4) ８０Ｌの水の入っている水そうから，２Ｌのひしゃくでχ回くみ出し

たときの残りの水の量はｙＬ

【考え方】最初は，文章に書いてある順に式を作り，その式をｙについて解き，

その式の形を見て，１次関数かどうかを調べます。

(1) 速さは「単位」をそろえてから式を立てます。

速さの単位は，「速さ」にそろえるのが基本です。

よって，この問題では，距離は㎞，時間は時にそろえます。

［考える手順］ ［答 案］

１ 文を式にする (1) Ï４０分＝ 時

２ ｙについて解く ｙ＝ 《 》

１ 文を式にする (2)

２ ｙについて解く 《 》

１ 文を式にする (3)

２ ｙについて解く 《 》

１ 文を式にする (4)

２ ｙについて解く 《 》

２

３

２

３

２

３

｜メニューへ戻る｜
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